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金子私案）を発表した（注 1）。この領土問題は，互譲（相互的利益，give and take）の精
神で友好的に解決すべきであり，またそのような協力関係がダイナミックであれば，それ
だけ解決の可能性はたかまり，逆に，「取るに取る」という手法は，むしろロシア側から

















北東アジア共同体の構想に筆者が着手したのは，2010 年 11 月からのことである。
東アジア共同体の構想は，北東アジア共同体のそれよりも，一般人には耳なれているか
もしれないが，じっさいは北東アジア共同体の着想または構想もあり，「北東アジア共同体」




















































 〔　〕   このなかの法文は，上記憲章案のもの
 北環憲章案　　北東アジア環海圏機構憲章（案）
 環オ憲章案　　環オホーツク海圏機構憲章（案）


























































































































































































































































The Association of North East Asia Regional Government）は（注 2），成立当初は日中
韓ロの 4か国 29 自治体であったが，そのご 98 年にモンゴル，2002 年に朝鮮民主主義人
民共和国，さらに 2006 年には多くの自治体が参加し，6か国 60 余の自治体に拡大した。（下
の表） これらの自治体は，多少とも北東アジアの組織化に関心を持ち続けるであろう。
中山賢司，「北東アジア広域自治体越境協力の展開」，






























































































































































名》; 理事会の成員と事務局長の選挙 ; 圏内の国際関係の条約草案《素案》の作成及
び加盟国への提示 ; 総会が調停者となる決定 ; 平和軍縮理事会の決定の再審議 ;予算







































































立候補者には，圏内 5か国の 23 歳以上の市民がなることができる。ただし，
青年部に配属されることを希望する候補者には，20 歳以上の市民がなることができる。」
「連帯議員の立候補は，次の要件を満たしていなければならない。
a．自国民 5《3》名，他の 2加盟国の国民の中から各 1名以上の推薦があること。
 b．立候補者にる意志と政見を事前に表明していること。
c．機構のホームページで，可能な限り，圏内選挙人からの質問に回答すること。」 





































































































































































































































が注目されてきた。1993 年 10 月，島根県で開催されたのが「北東アジア地域自治体会議」
であり，これには日本，中国，韓国，ロシアの 4か国 9自治体が参加，96 年には「憲章」
を採択し，「北東アジア地域自治体連合」（NEAR: The Association of North East Asia 
Regional Government）が誕生した。そのときは日中韓ロの 4か国 29 自治体であったが，
そのご 98 年にモンゴル，2002 年に朝鮮民主主義人民共和国，さらに 2006 年には多くの
自治体が参加し，6か国 60 余の自治体に拡大した。
ここで考慮すべきは，第 1に，2002 年に朝鮮民主主義人民共和国の自治体，すなわち，





































































同系 3機構の「友好関係理事会は，各加盟国から，自治体代表 3〔4〕名， 国家公務員 1





































































































































































































































































日本 5.1%（2010 年） 5.4%（2002 年）
中国 4.6%（2010 年） 4.0%（2002 年）
韓国 7.3%（2009 年） 3.3%（2002 年）
北朝鮮 4.1%（2009 年）
ロシア 9.2%（2009 年） 7.9%（2002 年）
モンゴル 5.1%（2009 年）
2009 年から 1010 年の失業率は，10 年 1 月に調















国別の軍事費（10 億＄, 世界統計白書，2010 年）
順位 国 軍事費 GDP比 一人当たり
1 米国 552 4.0  1,835（$）
─ 中国 46 1.4 35
6 日本 41 0.9 322
9 露国 32 1.5 228



































露国 43 人 1002 － 2007 年
日本 21 人 2006 年
韓国 17 人 2007 年



















































































































同系 3機構の「資源保護理事会は，各加盟国から国家代表が 1名，連帯議員 1〔2〕名，

































































































1925 年ハーグ設立された公的旅行機関国際連盟（International Union of Oﬃcial 


































































同系 3機構のいずれの憲章案も，「青年理事会は，総会が選出する 20 名からなり，その


































































































































































































































14 号，2008 年，北東アジア地域研究編集委員会，60 頁より
（注 3） 岡村堯，「新ヨーロッパ法」，三省堂，2010 年，60-61 頁。
（注 4） 前掲，「日ロ平和友好協力条約の金子私案」，280-283 頁。
（注 5） 同連合の URLは http://www.neargov.org/app/index.jsp?lang=jp
（注 6） 前掲，「日ロ平和友好協力条約の金子私案」，280-283 頁。
